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物  質  名 ピロカテコール ＤＢ－38 

別   名 
カテコール、ピロカテキン 
1,2-ジヒドロキシベンゼン 
1,2-ベンゼンジオール 

C A S 番号 120-80-9 
PRTR 番号 第 1種 260 
化審法番号 3-543 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C6H6O2 分 子 量 110.11 
沸 点 245.5 ℃ 1） 融 点 105 ℃ 1） 
蒸 気 圧 3×10-2 mmHg (20℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 4.50 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 0.88 3） 水 溶 性 23倍の水に可溶 1） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 260 mg/kg 4）  
 ラット 経口 LD50 260 mg/kg 4）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344ラットに 0、0.8％の濃度で 104週間混餌投与した結果、0.8％群の雌雄で体重増加
の抑制、前胃で過形成発生率の有意な増加、雄で肝臓重量の増加、前胃で乳頭腫（良性上皮

性新生物）の発生を認めた。また、0.8％群の雌雄すべてで腺胃に腺腫状の形成を認め、腺胃
の腺がん発生率の有意な増加も認めた 5，6）。 
・B6C3F1マウスに 0、0.8％の濃度で 96週間混餌投与した結果、0.8％群の雌雄で体重増加の抑
制、前胃で過形成及び腺胃で腺腫状過形成の発生率の有意な増加を認め、前胃の乳頭腫は雌

雄各 1匹にみられたが、腺がんの発生は認めなかった 5, 6）。 
・Wistarラット、WKYラット、Lewisラット及び Sprague-Dawleyラットに 0.8％の濃度で 104
週間混餌投与した結果、0.8％群の全系統で体重増加の抑制を認めた。また、Wistarラット、
WKYラット及び Sprague-Dawleyラットの前胃で過形成発生率の有意な増加を認め、乳頭腫
の発生は Sprague-Dawleyラットで有意であった。腺胃では全系統で腺腫の高い発生率（97-100
％）を示し、腺がんの発生率もWKYラットを除いて有意に増加した 7）。 
・Fischer 344ラットに 0、33、65、141、318 mg/kg/dayを 104週間混餌投与した結果、318 mg/kg/day
群で中程度の体重増加の抑制を認めた。また、65 mg/kg/day以上の群のほとんどのラットの
幽門腺で粘膜の過形成及び腺腫の発生を認め、33 mg/kg/day群では腺腫の発生はなかったが、
過半数のラットで過形成を認めた。この他、141 mg/kg/day以上の群で幽門に腺がんの発生を
認めた 8）。 
・Fischer 344ラットに 0、0.8％の濃度で 2年間混餌投与した結果、0.8％群で体重増加の抑制と
肝臓の相対重量の増加を認めた 9）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 1,000 mg/kgを妊娠 11日目に強制経口投与した結果、胎仔数の減少を認めた 4）。 
・ラットに 5 mg/kgを交尾前日に皮下投与した結果、母ラットの卵巣、卵管に障害を認めた 4）。

・Sprague-Dawleyラットの全胚培養試験では、50 µmol/Lで影響を認めなかったが、100 µmol/L
ではすべての胚が死亡した 10）。 
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ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期暴露の影響として、皮膚、気道、消化管を刺激し、眼に対して腐食性を示す。また、中

枢神経系に影響を与え、抑制、痙攣、呼吸不全を生じたり、血圧が上昇することがある。 
 反復または長期の接触により、皮膚が感作されることがある 11）。 
・動物の体内に吸収されたフェノールは、主としてグルクロン酸および硫酸と結合し、一部は

ヒドロキシル化されて本物質及びヒドロキノンとなる 12）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2B 13） 

  実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない
ため、IARCの評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 14） TLV-TWA 5 ppm（23 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、本物質が類似の有害作用を持つことから、ACGIH はフェノールの
TLV-TWA 5ppm（刺激、肝臓、腎臓、中枢得神経系への影響の予防）をもって本物質の TLV-TWA
としている。このため、5 ppm（23 mg/m3）を採用し、暴露状況で補正した 5.5 mg/m3を暫定無

毒性量等として設定する。 
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